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西村まさ彦 主演 映画『[窓] MADO』 
東京都渋谷区･ユーロスペースにて1週間連続舞台挨拶＆トークイベント決定！

大阪・神戸など全国拡大上映！続々決定！

取材申し込み・詳細等お気軽にお問い合わせください
映画『[窓] MADO』 宣伝担当 藤村 政樹
TEL：090-2864-7895 MAIL：info@towaie.llc

映画「窓」舞台挨拶マスコミ取材のお願い

映画『[窓] MADO』は、実際の裁判である「横浜・副流煙裁判」をもとに、”化学物質過敏症
が引き起こす問題”をテーマにした、”クローズドな社会派”ドラマ。本作は被告家族の長男であ
り、映像ディレクター・演出家として多くのCM・MV・WEBコンテンツを手がけてきた「麻
王」の、長編初監督作にしてセンシティブな社会問題にシリアスタッチで挑む意欲作である。
劇伴音楽は板倉文。主題歌は小川美潮の「窓」。昨年12月に池袋HUMAXシネマズにて劇場公
開後話題となり、 2023年11月18日（土）より再編集したディクターズカット版の上映に合わ
せ、渋谷ユーロスペースにて1週間連続での初日舞台挨拶と連日のトークイベントを行いま
す。つきましては、舞台挨拶告知と映画のご紹介をいただきたく、ぜひ取材・ご掲載のほどど
うぞよろしくお願い致します。尚、ウェブサイトなどでご掲載頂ける場合は、ご一報いただき
ますようよろしくお願い致します。

”化学物質過敏症が引き起こす問題”をテーマにした、”クローズドな社会派”ドラマ 

［Story］
本作は「化学物質過敏症」をテーマにした、事実を基にしたフィクションドラマである。
日本の郊外の団地に住む、家族「A」。
Aたちは、2016 年 2 月から、階下に住む家族「B」の家から来るタバコの煙害に苦しめられ
ていた。「化学物質過敏症 / Multiple Chemical Sensitivity (MCS)」を発症したとして医師
から診断書を貰い、Bに対し 4500 万円の賠償を請求する裁判が始まった。
社会から取り残された3人の原告家族「A」と主張の違う3人の被告家族「B」。それぞれの主
観を通して「化学物質過敏症」が引き起こす様々な問題や分断を描く。

【映画『[窓] MADO』初日舞台挨拶】
日時：2023年11/18（土）
会場：渋谷ユーロスペース（東京都渋谷区円山町1-5 3F）
初日舞台挨拶上映回： 19：00～（本編82分）の回上映後 舞台挨拶予定時間：約20分
登壇者：西村まさ彦、監督（麻王）決定！ ※連日キャストを調整中・上映時間未定
※媒体関係者の皆様向けのオンライン試写もございますので、ご希望の方はお問い合わせ
ください。※大阪では12/2(土)～第七藝術劇場にて公開！舞台挨拶も予定しています。
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タイトル： [窓] MADO
監督・脚本： 麻王
出演： 西村 まさ彦、大島 葉子、二宮 芽生、MEGUMI、小林 涼子、慈五郎、モロ師岡
音楽： 板倉 文 主題歌：「窓」小川 美潮
クレジット：
https://mado-movie.jp

［⻄村さんからメッセージ］ 
⼈間というのはしんどい時ほど、他者の感覚への想像⼒＝エン
パシーを⽋くものです。この作品で描かれる対⽴の根っこはそ
こにあるのではないかと今は思っています。舞台は⼀昔前です
が、この問題は現代社会にも通じることだと思います。ネット
を⾒れば、⾃分の苦しみに寄り添ってくれる⾔葉がすぐに⾒つ
かる世の中です。そうして真実を突き⽌めたと思ってしまうと、
反対に⾃分が求めていない意⾒と出会ったとき、受け⼊れられ
ず対⽴してしまう。決してどちらか⼀⽅が浅はかだということ
ではなく、⼈間にはそういう⽣理があります。 

タバコが作品のキーワードになっていますが、奥底にはそういう問いを持っているのではない
かと感じます。今回、監督は双⽅の苦しみを汲み取り、バランス感覚のある脚本を書かれました。
監督のご家族の実体験をもとに作られたのに、です。苦しみは双⽅にあるということを、それこ
そエンパシーをもって描かれていて、これは当事者に近しい⼈間であれば、なおさら難しいこと
だと思います。当事者といえば、監督のお⺟様がいつも現場におられたことが印象にあります。
ただそこにいて現場を⾒ている姿に、思いを感じました。お⺟様からすれば、私の役に複雑な感
情を持っておられたでしょうから、緊張もしました。実際とは違うかと思いますが、あちこちで
ひずんでいようとも、家族を思う愛のある男として演じたつもりです。 
役者さんやスタッフの皆さんが協⼒して、与えられた役割に正⾯から挑む真摯な空気のなかで
作られた作品です。そういうものが、お客様に届かないはずもないと信じています。映画ですか
ら、是⾮、劇場で皆様にご覧いただけますと幸いです。 
 
主演 西村まさ彦(にしむら まさひこ)
俳優。12月12日生まれ、富山県出身。近年は映画『大河への道』、映画『バスカヴィル家の犬 シャーロッ
ク劇場版』、『お終活 再春！人生ラプソディ』などに出演。テレビではテレビ東京『警視庁考察一課』、
テレビ朝日系『必殺仕事人（2023）』、NHKドラマ『育休刑事』、フジテレビ系『この素晴らしき世界』
（2023夏放送予定）など様々な作品で幅広い役を演じる。


